いが、 しかし その 某 家と 同姓の 家が 宅から 二、 三 町の 

ところに あるから、 そこで 一 つの 問題が 成立った ので 
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ある。 その 問題 は 型式 的に は 刑事 探偵が 偶に は 出くわ 

す 問題と おなじような もの かと 思われた。 

問題 を 分析す ると つぎのようになる。 

問題。 二 ) 宅の 近所の A 家 は 新聞 所載の A 家と 同 

一 か。 (二) 同一なら ば その 家の 猫 B と、 宅の 庭で 見 か 

けた 猫 C と 同一 か。 (三) そうだと すれば 宅の 白 猫 D 

は その B = c 猫の 血族 か。 

これに 対して 与えられた 事実 与件 は (1) A という 

名前の 一致。 ただし 近所の A 家に 西洋 猫が いるか どう 



か は 不明。 (2) 新聞の 写真の B 猫と C 猫との 肖 似。 

ただし 記憶 だけで 他に 実証な し。 (3) BC と D との 

幾分の 肖 似。 (4) 新聞記事 によると、 B 猫が 不良で 夜 

遊び 昼 遊び をして 困る とい う 飼主 夫人 の 証言。 これ だ 

けで ある。 この (1) (2) (3) (4) いずれも 当面の 

問題に 対して は 実に 貧弱な デ ー タで、 これ だけから な 

んらの 確から しい 結論 も 導き出せな いこと は 科学者 を 

待たず とも 明白な ことで ある。 しかし、 われわれの 「人 

情」 と 「いわゆる 常識」 はこの (1) (2) (3) (4) 

から (一) (二) (三) を 肯定しょう とする 強い 誘惑 を 

醸成す る。 



その後、 出入りの 魚屋の 証言に よって 近所の A 家に 

もや はり 白い 洋種の 猫が いると いう 一 つの 新しい 有力 

なデ ー タを 加える こと は 出来た。 しかし、 東京 中で 西 

洋猫を 飼って いる A 姓の 人が 何人 あるか 不明で あるか 

らニ) の 問題 はや はり 不明で ある。 ただ、 近所の A 

家の 猫と 宅の 猫との 血族関係 に関して は 幾分の プ ロバ 

ビリチ が 出来て いた 訳で ある。 

下手の 探偵小説に は (1) (2) (3) (4) だけから 

(一) (二) (三) を 誘導す るよう なのが あり はしない か。 

おなじような 論理の 錯誤から 実際の 刑事事件 について 

無実の罪が 成立す る 恐れが 万一 あり はしない か。 そん 



ためにつ いでに 書添えて おく ことと する。 

(昭和 九 年 二月 『大阪 毎日 新聞』) 
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